仕　様　書

１　参考見積りの提示
受託者は提案した医療情報システム導入に係る、ハードウェア、ミドルウェア、ソフトウェアの各保守、また委託業務に関する参考見積りを提示すること。参考見積りにはシステム稼働日以降、５年に渡って費用の推移を確認できる資料も併せて提示するものとする。また、委託者は医療情報システムの開発会社と直接保守契約が締結することを選択できるものとする。
２　委託業務
(1) 委託業務範囲
　①　運用管理
1) ソフトウェアおよびハードウェアに関するＱ／Ａおよび要望について台帳管理（受付・割り当て・調査／対応、回答、督促、報告）を行う。
2) Ｑ／Ａ表にて「質問対応」「調査依頼対応」「障害対応」「見積支援」を行う。
3) ソフトウェア、ハードウェア、ネットワーク、ライセンスなどのＩＴインフラに係る資産について台帳や構成に関係する資料を適切に管理する。
　②　システムメンテナンス
1) 電子カルテシステム、医事会計システムを対象としたパッケージレベルアップを定期的に実施する。パッケージレベルアップは保守に含まれているものとする。
2) 医療費改定に必要な対応作業を定期的に実施する。医療費改定は保守に含まれているものとする。
3) ハードウェア、ミドルウェア、ソフトウェアに関連する障害の原因調査、また障害修正の実施等を適切に実施する。医療情報システムの全面停止など、特に緊急性の高い障害に対しては、即時連携できる体制を構築し、迅速な復旧作業を実施する。
4) ＯＳやミドルウェアのパッチ適用に必要な支援を随時実施する。
5) システムを変更する際の申請書や報告書を適切に委託者へ提出する。また、システムメンテナンスに必要な外部リモート接続を利用する際、適切に委託者へ報告する。
6) サーバーやネットワーク機器などの停止できない機器、および受託者へ送付が困難である機器に障害が発生した際、委託者へ保守員を派遣し、障害箇所の特定および保守部品との交換を含む障害復旧を行なう。（オンサイト保守対応）
7）オンサイト保守対象機器は、委託者へ資料提示する。
8）受託者が提案した医療情報システム導入に係る、ハードウェア、ミドルウェア、
ソフトウェアについて、脆弱性が露見した場合には速やかに委託者へ報告し、是
正について協議する。
　③　サポートセンター
1) 電子カルテシステムや医事会計システム等を24時間365日監視できるサポートセンターを有し、適切な医療情報システムの監視を実施する。
2) システム遠隔監視ツールにより、対象システムを適切にアプリ関連や疎通に関して監視し、必要に応じてリモート接続により状況を確認および修正を行う。
3) 障害発生時及び問い合わせ対応時に、必要に応じて一次対応、ログ採取、エスカレーションなどが適切に実施できる体制が構築されていること。
4) 受付けたインシデントについては適切に管理すること。月報を作成し、委託者へ定期的に状況報告を実施すること。
３　時間帯
(1) オンサイト保守対応
1 　対応日
　　　　土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日等を除いた委託者の営業日
2 　時間帯
　　　　午前９時００分から午後５時００分（但し、自動精算機は月曜から金曜日の9:00～18:00
対応）
(2) システムメンテナンス（　3)、6)、8)）およびサポートセンター
1 　対応日・時間帯
２４時間３６５日
４　業務体制
(1) 必要に応じた業務体制を確保し、委託者へ提示すること。
(2) 委託者、受託者担当ＳＥ、サポートセンター等の各担当者の業務分担を委託者と協議し、各業務分担を明確にした資料を提示すること。
５　施設等の貸与
(1) 委託者は、委託業務を履行するに当たって必要な施設、設備、備品等（以下｢施設等｣という。）を委託期間中受託者に対し、無償で貸与する。
(2) 受託者は貸与を受けた施設等を善良な管理者の注意をもって使用しなければならない。
６　その他
(1) 「兵庫県情報セキュリティ対策指針　第２２条 外部委託に関する管理」を把握し適切な契約管理をおこなうこと。委託者へ組織体制図と作業担当者名簿を提出し、再委託承諾書を取得すること。契約期間中に再委託契約する際には、再委託承諾依頼書を委託者へ提出したうえで協議すること。
(2) 本仕様書に定めのない事項については、委託者、受託者の両者にて協議する。
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